
様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 (単位：千円)

主な取組 奄美と琉球の世界自然遺産交流事業

対応する
主な課題

③歴史的・地理的特性により培われた沖縄の発展可能性は、諸外国・地域との交流と連携を深めながらともに発展していくという取組の中で特に発
揮されるものであり、観光・学術・文化・経済など様々な分野における国際交流や地域間交流を強化し、交流の架け橋となる人材の育成や人的ネッ
トワークの構築等により交流基盤としてのウチナーネットワークを強化・拡充することが必要不可欠である。

１　取組の概要（Plan）

取組内容 年度別計画

「主な取組」検証票

施策展開 4-(1)-ア 国際ネットワークの形成と多様な交流の推進
施 策 ②　観光交流、経済交流等の推進

施策の小項目名 ○学術・文化・地域間交流等の推進

実施主体 県

担当部課
【連絡先】 環境部自然保護課 【098-866-2243】

　世界自然遺産推薦地の自然環境を守り続けるため、沖縄県及び鹿児島県の関係
12市町村の子ども達の自然環境の価値とその保全に対する認識を深めるととも
に、地域間の交流の活性化を図る。

H29 H30 R元 R2 R3

12市町村小中
学生交流

２　取組の状況（Do）

予算事業名 奄美と沖縄の世界自然遺産次世代継承交流事業

主な財源 実施方法
H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 令和3年度活動内容と令和4年度活動計画

決算額 決算額 決算額 決算額 決算見込額 当初予算額

○R4年度：　令和３年度に事業を廃止したため、令和４
年度も実施していない。

予算事業名

主な財源 ○R3年度：　新型コロナウイルス感染症拡大のため事業
を廃止した。

県単等 委託 - 6,460 8,384 475 0 0

決算額 決算額 決算見込額 当初予算額 主な財源

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度

○R4年度：　-

○R3年度：　-

- - - - - -

主な財源 実施方法
R3年度 R4年度 令和3年度活動内容と令和4年度活動計画

決算額 決算額

奄美と沖縄の関係自治体の小中学生が交流し、世界自然遺産を

次世代へ継承する取組を実施
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活動概要

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

 (２)これまでの改善案の反映状況

活動指標名
奄美と沖縄の世界自然遺産次世代継承交流事
業の世界自然遺産子どもサミット

R3年度 R3年度
決算見込
額合計

進捗状況

実績値

H29年度
新型コロナウイルス感染症拡大のため事業を
廃止した。

- 0 0 0 - -

0 未着手

H30年度 R元年度 R2年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B

達成割合
A/B

活動指標名 R3年度

実績値

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 実績値(A) 目標値(B)

・事業継続に向けて、鹿児島県とも意見交換
を行いながら検討を行ったが、新型コロナ
ウィルス感染症の終息が見えなかったことか
ら、やむを得ず事業を廃止した。

活動指標名 R3年度

実績値

H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B

令和3年度の取組改善案 反映状況

・新型コロナウイルス感染症拡大の懸念から人を集める交流が厳しい状況にある
ため、新たな手法による事業継続を模索する必要があり、鹿児島県と事業継続意
向調整等が必要。

・本事業対象地域（関係団体含む）が沖縄県４市町村、鹿児島県８市町村あり、
両県連携が必要なことから、今後もより一層きめ細やかなフォロー体制を構築
し、鹿児島県側と定期的な意見交換を実施する。

・事業継続に向けて、鹿児島県とも意見交換を行いながら検討を行ったが、新型
コロナウィルス感染症の終息が見えなかったことから、やむを得ず事業を廃止し
た。
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４　取組の改善案（Action）

・貴重な自然を守り続けるためには、子どもの頃から認識を深めることが大切であることから、今後、良好な自然環境を次世代へ継承するための普及啓発等を行う
など、他の事業で取組を行っていくことを検討していく必要がある。

○内部要因 ○外部環境の変化

・新型コロナウィルス感染症拡大のため、オンラインによっても、密になること
が避けられないため、交流は難しい。自然環境保全に対する認識を深めるために
は、実際に自分の目で見て、触れるなど、実際に体験することが重要である。

・新型コロナの影響により対面での交流が難しい。令和３年７月に「奄美大島、
徳之島、沖縄島北部及び西表島」が世界自然遺産に登録された。

(2)改善余地の検証（取組の効果の更なる向上の視点）

・新型コロナウィルス感染症拡大のため、事業は廃止となったが、貴重な自然を守り続けるためには、子どもの頃から認識を深めることが大切であることから、今
後、良好な自然環境を次世代へ継承するための普及啓発等を行うなど、他の方法で取組を行っていく必要がある。

３　取組の検証（Check）

(1)推進上の留意点（内部要因、外部環境の変化）


